
平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 府立高校遠隔教育システム導入事業費
新規・

新 規
継続の別

予 算 額
国庫 起債 その他 一般財源

３７，０００千円
－ － － 37,000

１ 目 的

丹後地域において平成32年度から学舎制を導入する府立高校に、学

舎間で連携した教育活動を実施するための遠隔教育システムを導入

２ 内 容

宮津高校・加悦谷高校、網野高校・久美浜高校に遠隔教育システム

事 業 内 容 を設置し、各高校の生徒同士が交流できる教育を実践

（平成32年度本格稼働）

目 的

（遠隔教育システム）

対 象 高画質画像投影装置、高性能音声機器等を用い、離れた距離にある

教室の映像、音声を瞬時にやりとりし、２つの教室を１つの教室のよ

方 法 等 うにつなげるシステム

システムを活用した教育実践例

・習熟度別授業の学舎間実施

・学舎間合同授業による選択科目の増加

・放課後の補習、進学・就職対応講座の学舎間合同実施

・大学教授等スペシャリストの講演に両学舎の生徒が参加

・生徒会でのボランティア活動に関する学舎間打ち合わせや部活動

のミーティングを実施

担当課名 高校教育課 高校改革担当 電話番号 075-414-5857
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 府立高校生夢チャレンジ留学支援事業費
新規・ 新 規
継続の別

予 算 額 ４，０００千円
国庫 起債 その他 一般財源

－ － 4,000 －

１ 目 的

経済的に困難な状況にありながらも、将来の夢の実現にチャレン

ジする府立高校生を支援

２ 支援内容

低所得世帯の府立高校生を対象とした留学支援を実施

事 業 内 容

補助対象経費 補助上限額

目 的

低所得世帯の府立高校生が
１人当たり40万円

対 象 参加する留学への参加経費

方 法 等

担当課名 高校教育課 振興担当 電話番号 075-414-5815

資料－２



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 新しい学びのスタイル実践研究費 新規・
新 規

継続の別

予 算 額 ２，０００千円
国庫 起債 その他 一般財源

－ － － 2,000

１ 目 的

新学習指導要領で求められる「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向け、ＩＣＴを活用した授業スタイルや効果的な活用方法につ

いて実践研究を行う。

事 業 内 容 ２ 研究内容

・ＩＣＴの特性を活用した分かりやすい授業モデルの研究

目 的 ・ＩＣＴの活用による板書時間の削減、授業の効率化の研究

・授業の効率化により、生徒が自ら考え議論する時間を創出し、

対 象 生徒の理解を深める授業の実践研究

方 法 等 ３ 整備内容

府立高校１校に研究のための機器を整備

・普通教室（２教室×３学年）を対象

・大型提示装置の設置 各教室１台

・タブレット端末の整備 各教室１台

・無線LAN環境の整備（アクセスポイントの設置）

担当課名 高校教育課 振興担当 電話番号 075-414-5815
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 府立高校トイレ洋式化推進事業費
新規・

新 規
継続の別

予 算 額
国庫 起債 その他 一般財源

５８４，０００千円
－ 575,000 － 9,000

１ 目 的

府立高校のトイレの洋式化を推進し、学習環境及び衛生環

境の向上を図る。

２ 内 容

事 業 内 容 各高校１棟、トイレ改修を５箇年で実施

目 的

対 象 ３ 30年度実施校

東稜、莵道、北桑田、西舞鶴、海洋 他６校

方 法 等

担当課名 管理課 管理担当 電話番号 075-414-5768
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 学校施設長寿命化推進費 新規・ 継 続
継続の別

予 算 額
国庫 起債 その他 一般財源

１５６，０００千円
－ 140,000 － 16,000

１ 目 的

学校施設の計画的な改修による長寿命化の推進

事 業 内 容 ２ 平成30年度実施内容

項 目 内 容 予算額
目 的

大規模改修

対 象 設計：桂、田辺、木津

当初 空調改修 270,000千円

方 法 等 予算 設計・工事：盲 （うち２月補正予算106,000千円）

体育施設改修

設計・工事：向陽、西城陽

６月
空調改修

補正
設計・工事：洛西、亀岡

156,000千円

予算
体育施設改修

設計・工事：朱雀

合 計 426,000千円

担当課名 管理課 管理担当 電話番号 075-414-5768
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 向日が丘支援学校基本構想策定調査費
新規・

継続の別
新 規

予 算 額
国庫 起債 その他 一般財源

２，０００千円
－ － － 2,000

１ 目 的

長岡京市と協働して進める共生型福祉施設構想と連携し、向

日が丘支援学校における新たな教育活動や支援の在り方、学校

の将来像を検討するとともに、校舎の改築等に向けた基本構想

を策定する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的 府、長岡京市の教育・福祉関係者等による基本構想検討会議

の実施

対 象

（参考） 向日が丘支援学校 概要
方 法 等

開校年月 昭和42年４月

障害種別 知的障害、肢体不自由

設 置 部 小学部、中学部、高等部（普通科）

校 区 向日市・長岡京市・大山崎町

担当課名
管 理 課 管 理 担 当

電話番号
075-414-5768

特別支援教育課 企画調整担当 075-414-5834
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 歴史的建造物等保存伝承事業費 新規・
継 続

継続の別

予 算 額 ２１２，７８０千円
国庫 起債 その他 一般財源

－ － 212,780 －

１ 目 的

文化財所有者からの受託による国宝・重要文化財建造物の保存修理

を実施

２ 事業内容

文化財の名称 種別 工事種別 主な内容

事 業 内 容

清水寺（本堂他） 国宝 塗装工事 本堂厨子の漆塗修理
きよみずでら ほんどう ず し

目 的 重文

対 象 裏千家住宅 重文 屋根工事等 咄々斎のこけら葺、瓦葺、
うらせん け じゆうたく とつとつさい

茅葺工事

方 法 等

本隆寺（本堂他） 重文 木工事 本堂の小屋梁等の修理
ほんりゆうじ

教王護国寺（大師堂） 国宝 塗装工事、 大師堂の建具の塗装修
きようおうごこくじ だい し どう

木工事 理、床廻りの修理

賀茂別雷神社（楼門他） 重文 建具工事等 幣殿、忌子殿の建具修理
かもわけいかづちじんじや ろうもん へいでん い ご でん

北野天満宮（廻廊他） 重文 金具工事等 廻廊の錺金具の修理
きた の てんまんぐう かいろう かざりかなぐ

担当課名 文化財保護課 建造物担当 電話番号 075-414-5898
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

教 育 委 員 会

新規・
事 業 名 京のアスリート育成・強化総合推進費

継続の別
一部新規

国庫 起債 その他 一般財源

予 算 額 ５７，０００千円

－ － － 57,000

１ 目 的
ゴールデンスポーツイヤーズ（H31～33）を契機として、府民スポーツの振
興を進めるとともに、指導者の育成を推進し、京都ゆかりの世界クラスや全
国クラスの選手を輩出するため、競技力強化に向けた支援を行う。

２ 内 容 （単位：千円）

事 業 名 概 要 事業費

■ ジュニア層強化事業

ゴールデンスポーツイヤーズに京都ゆかりのジュニア選手が花開くための 11,220
事 業 内 容 速やかな競技力向上

目 的 ジュニア指導者講習 高校生等のジュニアトップ選手に対して日常的に指導

を行う地域の指導者を育成【新規】
7,150

対 象

夢・発見プロジェクト ジュニア選手が自らの最適な種目を発見するきっか

けを設け、将来のメダル獲得の可能性を拡大
4,070

方 法 等

■ 指導者育成事業

ゴールデンスポーツイヤーズ以降も高い競技力を持続させるために指導者 45,780

を計画的に育成

チーム強化理論講習 組織マネジメントや最適なトレーニングに関する理論

を身に付けた競技団体の指導者を育成
5,500

合宿・強化練習支援 チーム強化理論講習で習得した理論の実践と検証を合

同練習で継続的に行い、理論と実践の好循環により質
40,280

の高い指導者を育成

合 計 57,000

担当課名 保健体育課 スポーツ振興担当 電 話 番 号 075-414-5864
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